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仮目標の設定   目標の修正      評価指標の設定 
 
大目標      修正   ←←←  大項目評価指標 
↓        ↑           ↑ 
中目標      修正   ←←←  中項目評価指標 
↓        ↑           ↑ 
小目標（小項目） 修正   ←←←  小項目評価指標 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４ 家庭教育電話相談員専門研修 研修会の実施 参加者数 参加率（参加者数/相談員総数） 研修内容の満足度 研修内容の理解度 受講後、相談の方法や内容の改善に取り組んだ相談員数
相談により保護者等の悩みが減少



































































































































































































































































































































































設 定 ・ 検 証
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出典： Commission of the European Communities, 2008, Progress Towards the Lisbon 




学び合うことを、ＥＵでは「裁量的政策調整(Open Method of Cordination 略称ＯＭＣ)」
と呼んでいる。 
－ 53 －
第２節 カナダの総合的学習指数 (Composite Learning Index; CLI) 
 
ＣＬＩは、カナダの連邦および地方（州と市町村）の生涯学習の毎年の成果を測ること












































































































*EPPY=各年の推計値 (Estimated Points Per Year) 
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